
『基礎・基盤研究の全体マップ（詳細版）』

燃料デブリ取り出し

汚染水対策 使用済燃料プールからの燃料取り出し PCV/RPV/建屋の解体

測定・分析技術 耐放射線性

キャラクタリゼーション
（廃棄物管理のための）

水素発生挙動の把握

水素安全対策（ガス）

臨界管理

再臨界防止 ※燃料

保管容器健全性評価・管理技
術の開発

閉じ込める ※燃料以外

収納缶仕様の設計

閉じ込める ※燃料

クリアランス

クリアランスによる廃棄物量
の低減

処分概念

処分概念の構築

冷やす ※燃料

冷却機能の維持

性状把握

キャラクタリゼーション
（廃棄物管理のための）

インベントリ評価

計量管理

減容化手法

廃棄物の減容化、廃棄体化

廃棄体化手法

廃棄体検認

性能評価

廃棄体確認、分析方法

環境回復

敷地の除染、線量率低減

各種管理区域解除

法的手続き

輸送

輸送方法の検討

炉内・建屋内汚染状況の
把握（解体のため）

解体対象物の性状・物
量の把握

PCV・建屋等の構
造健全性の把握

現状把握

αβγ分別基準の設定

解体シナリオ・分
別戦略の策定

作業シーケンスの設定

分別シナリオ

除染、線量率の低減

除染

炉内構造物の
撤去

建屋の解体

解体作業

閉じ込め機能の構築

閉じ込める ※燃料

PCV・建屋の
構造健全性確保

系統設備・エリア
の健全性確保

構造物等の健全性

水素発生挙動の把握

水素安全対策
（ガス）

冷却機能の維持

冷やす ※燃料

臨界管理

炉内残存燃料（切り株
燃料）の状況把握

再臨界防止 ※燃料

総合的なリスク管理

緊急時対策

全体考慮
（リスク等） 炉内状況把握

（廃炉マネジメント）

燃料デブリの状況把握

PCV・RPV内部の
構造物の状況把握

FPの状況把握

炉内・建屋内
汚染状況の把握

建屋内エリアの
作業員被ばく管理

敷地内・境界線量評価

作業性

遮蔽・除染対策

デブリ回収戦略の構築

燃料デブリ取り出し装置・機器の開発

燃料デブリ加工時の安全性確保

取り出し方法

燃料デブリへのアクセスルートの構築

燃料デブリ取り出し方針

キャラクタリゼーション（廃棄物管理のための）

キャラクタリゼーション（廃棄物管理のための）

建物

SFPの現状把握

現状把握

放出・漏洩の把握と抑
制対策

汚染源を漏らさない

取り出し

がれき等撤去/SF取出し

構造物健全性確保

廃炉プロセス

廃炉プロセス間の連携（要求と成果の授受）

情報・成果の反映

キャラクタリゼーション
（廃棄物管理のための）

キャラクタリゼーション
（廃棄物管理のための）

③ ③

重要度評価結果凡例

遠隔技術
可視化技術（3次

元を含む）
被ばく低減

汚染源を取り除く

汚染源に水を近づけない
（汚染水を増やさない）

汚染源を漏らさない

効率的・効果的な水処理

地下・建屋水位ｺﾝﾄﾛｰﾙ

構造物健全性確保

汚染源の現状把握

①燃料デブリの経年変化プロセス等の解明
②特殊環境下の腐食現象の解明
③画期的なアプローチによる放射線計測技術
④廃炉工程で発生する放射性飛散微粒子挙動の解明

（αダスト対策を含む）
⑤放射性物質による汚染機構の原理的解明
⑥廃炉工程で発生する放射性物質の環境中動態評価

○持続可能性の確保 ○標準化 ○人材育成
○情報発信 ○地域共生 ○法整備

技術基盤研究 社会的基盤研究

応用・実用研究開発により課題解決につながる

基礎基盤研究の追求により課題解決につながる

基礎基盤研究により知見が蓄積される

基礎基盤研究により将来的に知見が得られる可能性がある

処理・処分・環境回復
（燃料デブリに由来するα核種が
含まれる廃棄物含む）

輸送・保管・貯蔵
（燃料デブリに由来するα核種が含まれる廃棄物含む）

⑤を含む

③を含む③⑥を含む③を含む

⑥を含む

④を含む

②を含む

①を含む

⑤を含む

実機 知見及び実験 解析

ナレッジマネジメント
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